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今
年
度
の
同
窓
会
役
員
改
選
に
よ

り
、
坪
井
有
子
前
会
長
の
後
を
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
退
職
を
機
に
、
友
人
の
誘
い
も
あ
り

同
窓
会
の
評
議
員
さ
ら
に
役
員
を
務
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
会
の

活
動
に
あ
ま
り
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
携
わ
っ
て
み
て

初
め
て
、
同
窓
会
の
活
動
を
支
え
て
き

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
思
い
や
ご
苦
労

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
近
「
高
校
時
代
の
と
っ
て
お
き
の

思
い
出
」
と
い
う
小
文
の
執
筆
に
あ
た

り
、
高
校
時
代
を
振
り
返
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
個
性
豊
か
な
級
友
た
ち
や
知

的
好
奇
心
を
大
い
に
刺
激
し
て
く
だ
さ

っ
た
先
生
方
と
の
出
会
い
、
生
徒
会
活

動
や
た
ち
ば
な
祭
な
ど
の
行
事
へ
の
取

り
組
み
…
。
高
校
生
活
の
三
年
間
が
、

そ
の
後
の
自
分
の
生
き
方
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
自
分
が
同
窓
会
の
活
動

に
携
わ
る
こ
と
が
と
て
も
自
然
な
成
り

行
き
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
き
ま
し

た
。

　
同
窓
会
と
は
、
母
校
と
私
た
ち
、
在

校
生
と
私
た
ち
同
窓
生
、
同
窓
生
ど
う

し
を
「
つ
な
ぐ
」
も
の
な
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
こ
の
会
報
「
同
窓
」
も
そ

の
役
目
を
果
た
す
も
の
の
ひ
と
つ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
三
年
間
、
残
念
な

が
ら
同
窓
会
総
会
も
縮
小
し
て
開
催
す

る
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年

度
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
を
会
場
に
、

出
席
者
の
枠
を
少
し
広
げ
て
開
催
す
る

予
定
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
同
窓
生
に
よ
る
同
窓
生
の
た

め
の
講
演
会
「
橘
セ
ミ
ナ
ー
」
を
企
画

し
て
い
き
ま
す
。
第
一
回
は
、
歌
人
の

駒
田
晶
子
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
す
る

予
定
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
築
い
て
き
て
く

だ
さ
っ
た
同
窓
会
の
歴
史
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
非
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
務
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
、
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
一
歩
を

同
窓
会
会
長　
藤　
田　
美
智
子　

（
昭
和
47
年
卒
）
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■令和４年度 福島県立橘高等学校同窓会 一般会計予算書
収入金額　2,340,904円	 自　令和４年４月１日
支出金額　2,340,904円	 至　令和５年３月31日

収　　入	 （単位：円）
項　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　要

会　　　費 1,820,000 1,820,000 0 同窓会費6,500円×280名
雑　収　入 10,000 10,000 0 利息・寄付金
繰　越　金 510,904 544,822 △33,918
合　　計 2,340,904 2,374,822 △33,918

支　　出	 （単位：円）
項　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　要

会　議　費 10,000 10,000 0 役員会会議費等
総　会　費 70,000 70,000 0 総会要項等
助　成　費 700,000 700,000 0 全国大会出場助成、看板、卒業記念品等
慶　弔　費 100,000 150,000 △50,000 慶弔・支部総会祝金等
通　信　費 40,000 40,000 0 切手・はがき代等
旅　　　費 60,000 60,000 0 支部総会等旅費
事　務　費 550,000 550,000 0 事務用品・事務作業手当等

維　持　費 560,000 560,000 0 セミナーハウス維持管理費280名×2,000円
積　立　金 200,000 200,000 0
予　備　費 50,904 34,822 16,082
合　　計 2,340,904 2,374,822 △33,918

（執行にあたっては項目間の流用を認めるものとする）

■同窓会館たちばなセミナーハウス維持管理費報告
　収 入 金 額	 9,026,343円
　支 出 金 額	 344,136円
　次期繰越金	 8,682,207円

◎収　　入� （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要
会　　　費 560,000 560,000 0 2,000円×280名
雑　収　入 0 0 0
繰　越　金 8,466,343 8,466,343 0
合　　計 9,026,343 9,026,343 0

◎支　　出� （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要
維 持 経 費 500,000 344,136 △155,864 光熱水費、業者清掃等
施設維持管理費 8,526,343 0 △8,526,343
合　　計 9,026,343 344,136 △8,682,207

　
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に

多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
度
四
月
に

校
長
と
し
て
着
任
以
来
、
同
窓
会
総
会
等
の
折
り
に
触
れ

て
、
創
立
一
二
五
年
の
歴
史
の
重
み
と
皆
様
の
母
校
へ
の

溢
れ
る
愛
情
と
大
き
な
期
待
を
感
じ
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　
さ
て
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
も
三
年
目
に
突
入
し
、
夏
場

に
は
過
去
最
悪
の
流
行
第
七
波
が
襲
来
し
ま
し
た
が
、
以

前
と
は
違
い
政
府
に
よ
る
行
動
制
限
は
出
さ
れ
ず
、
本
校

で
は
三
年
ぶ
り
に
二
年
生
の
修
学
旅
行
を
実
施
で
き
た
こ

と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
し
た
。
生
徒
た
ち
は
コ
ロ
ナ

禍
に
も
負
け
ず
に
、
学
業
や
部
活
動
等
に
日
々
全
力
で
取

り
組
み
、
光
り
輝
く
姿
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
本
校
に
は
、
生
徒
た
ち
の
主
体
的
・
自
主
的

な
活
動
に
よ
り
創
造
さ
れ
る
質
の
高
い
「
橘
文
化
」
が
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
全
て
先
輩
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
「
新
入
生
歓
迎
会
」、
そ
し
て
後
輩

た
ち
に
よ
っ
て
先
輩
た
ち
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

「
た
ち
ば
な
祭
」
の
閉
祭
式
、
そ
の
薫
り
高
い
「
橘
文
化
」

が
花
開
く
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本

校
創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
、
当
時
の
在
校
生
た
ち
か
ら

の
応
募
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
青
春
歌「
マ
イ・ロ
ー
ド
」は
、

ま
さ
に
「
橘
文
化
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
「
自
主
・
自
律
・
自
立
」
と
い
う
校
訓
の
下
、
地
域
に

根
ざ
し
た
学
校
で
あ
り
続
け
、
社
会
に
貢
献
す
る
高
い
志

を
持
っ
た
生
徒
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
本
校
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
会
員

の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
引
き
継
が
れ
る
「
橘
文
化
」

校
長　
菊
池　
直
之　

■令和３年度 福島県立橘高等学校同窓会 一般会計決算書
収 入 金 額　2,364,834円	 自　令和３年４月１日
支 出 金 額　1,853,930円	 至　令和４年３月31日
次期繰越金　　510,904円

収　　入	 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　　　要

会　　　 費 1,820,000 1,820,000 0 6,500円×280名
雑　収　入 10,000 12 △9,988 利息
繰　越　金 544,822 544,822 0
合　　計 2,374,822 2,364,834 △9,988

支　　出	 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　　　要

会　議　費 10,000 0 △10,000
総　会　費 70,000 70,000 0 総会要項等
助　成　費 700,000 600,255 △99,745 全国大会出場助成・看板代・卒業記念品等
慶　弔　費 150,000 11,604 △138,396 弔電、花輪代
通　信　費 40,000 25,300 △14,700 切手、はがき代等
旅　　　 費 60,000 0 △60,000
事　務　費 550,000 286,771 △263,229 事務用品、事務作業手当等
維　持　費 560,000 560,000 0 セミナーハウス維持管理費
積　立　金 200,000 300,000 100,000 積立金
予　備　費 34,822 0 △34,822
合　　計 2,374,822 1,853,930 △520,892

■令和３年度同窓会協力金
収 入 金 額　7,116,262円� 自　令和３年４月１日
支 出 金 額　3,128,180円� 至　令和４年３月31日
次期繰越額　3,988,082円

◎収　　入� （単位：円）
項　　目 金　額 摘　　要

協 力 金 3,596,767
預 金 利 息 327
前 年 度 繰 越 金 3,519,168

合　　計 7,116,262

◎支　　出� （単位：円）
項　　目 金　額 摘　　要

会報発行費　印刷代等 486,948 24,300部
発 送 料 2,623,953 22,904通

需 用 費 17,279 卒業アルバム事務局保存用等
合　　計 3,128,180

　監査いたしました結果、会計は適正に執行され、上記
のとおり相違ないことを認めます。
　　令和４年４月６日　　　監査　菅　野　千代子
　　　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　恵　子

■令和３年度同窓会基金
積 立 基 金 15,405,228円

■令和３年度同窓会積立金
積　　立　　金 2,892,954円
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寄
贈
品

　
昭
和
40
年
卒

�

小
熊（
長
島
）幸　
様

　
　
著
書
『
句
集　
朱
か
ら
青
へ
』

�

三
冊

　
昭
和
43
年
卒

�

櫻
井（
斎
藤
）和
代　
様

　
　
著
書
『�

風
の
里
か
ら
―
原
発
事
故

７
年
目
の
死
』�

一
冊

　
　
　
　
『�

介
護
保
険
が
「
介
護
」
を

つ
ぶ
す
』�

一
冊

寄
贈
品
紹
介

お
　
慶
　
び

昭
和
41
年
卒�

塩
崎（
斎
藤
）京
子　
様

　

�

黄
綬
褒
章
受
賞

昭
和
41
年
卒　
曳
地（
関
口
）栄
子　
様

　
令
和
４
年
度
功
労
者
知
事
表
彰

　
社
会
福
祉
功
労
者

昭
和
47
年
卒

�

藤
田（
阿
部
）美
智
子　
様

　
福
島
県
短
歌
祭
一
般
の
部

　
知
事
賞
受
賞

平
成
25
年
卒�

山
下　
航
平　
様

　
田
島
直
人
記
念
陸
上

　
男
子
三
段
跳
び
２
位

月
日

事　
　
　
　
業

令
和
４
年

４
６
会
計
監
査

第
１
回
役
員
会

４
13
第
１
回
評
議
員
会
及
び
第
１
回
会
報
編
集
委
員
会

６
25
令
和
４
年
度
同
窓
会
総
会

７
６
第
２
回
役
員
会
及
び
第
２
回
評
議
員
会

７
21
母
校
合
唱
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

７
29
母
校
管
弦
楽
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

９
21
臨
時
役
員
会

10
５
第
３
回
役
員
会
及
び
第
３
回
評
議
員
会

11
９
第
１
回
卒
年
に
〝
３
〟
の
つ
く
学
年
幹
事
会

令
和
５
年

２
28
新
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会
歓
迎
式

３
１
会
報「
同
窓
」第
73
号
発
行（
全
同
窓
生
に
配
付
）新企画「橘セミナー」のご案内

　本会では、今年度から会員の皆様を対象に、同窓
生の講師による講演会を「橘セミナー」と名付け、
年に一度開催する企画をスタートさせました。その
第１回として「日々を短歌と」というテーマで、歌人
として活躍中の駒田晶子さん（平成５年卒、仙台市
在住）を講師にお迎えし、下記の要項で行います。

《第１回 橘セミナー》
演題　「日々を短歌と」
講師　駒田 晶子さん
日時　令和５年９月６日㈬　13：30〜15：00
場所　橘高校 同窓会館 大会議室
定員　40名（７月末日まで先着順）

　参加ご希望の方は往復はがきに、氏名・卒年・
住所・電話番号・「橘セミナー参加希望」と記
入の上、下記宛にお送りください。

〒960-8011　福島市宮下町7-41
　　　　　　　橘高校同窓会宛

〈駒田晶子さんのプロフィール〉
平成５年福島女子高校卒業
桐朋学園大学短期大学部芸術科音楽専攻卒業
第49回角川短歌賞受賞

『銀河の水』（ながらみ書房）により現代歌人協会賞、
ながらみ書房出版賞、宮城県芸術選奨新人賞受賞

『光のひび』（書肆侃侃房）第二歌集出版
短歌結社「心の花」所属
福島民報「つれづれ日記」連載中

　会報を毎回23,000余名の会員に発送し
ておりますが、現在振り込んでくださって
いる人数は1,700名前後となっておりま
す。送料はじめ諸費用値上げの中、一人で
も多くの方のご協力をお願いいたします。

同窓会協力金納入のお願い

１口 1,000円（以上）の振り込みを‼１口 1,000円（以上）の振り込みを‼

組

氏　
名

組

氏　
名

1

齊
藤　
大
輝

後
藤　
栞
歩

5

奥
山　
愛
唯

宗
形　
杏
美

2

髙
橋　
康
介

関
根　
　
遥

6

宮
本　
健
吾

渡
辺　
翔
栄

3

伊
藤　
　
翼

川
名　
咲
穂

7

秋
山　
勝
太

菊
地　
慈
安

4

大
橋
さ
く
ら

菊
野　
奏
良

新新
学学
年年
幹幹
事事

　
令
和
４
年
度
同
窓
会
総
会
は
、
６
月

25
日
午
後
１
時
半
か
ら
橘
高
校
大
講
義

室
で
、
来
賓
に
菊
池
直
之
校
長
先
生
を

お
招
き
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
の
た

め
、
昨
年
同
様
評
議
員
、
学
年
幹
事
代

表
39
名
が
出
席
。
坪
井
会
長
、
校
長
先

生
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

菅
野
寿
井
（
昭
62
年
卒
）・
大
槻
聡

美
（
平
２
年
卒
）
の
両
名
が
議
長
を
務

め
、
今
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
、
次
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
に

つ
い
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
改
選
が
行
わ
れ
新
役
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

会　
長　
藤
田
美
智
子
（
昭
和
47
年
卒
）

副
会
長　
菅
野
千
代
子
（
昭
和
41
年
卒
）

　
〃　
　
桂　
　
聡
子
（
昭
和
51
年
卒
）

　
〃　
　
樫
村　
恵
子
（
昭
和
53
年
卒
）

監　
査　
齋
藤
千
代
子
（
昭
和
40
年
卒
）

　
〃　
　
佐
藤　
恵
子
（
昭
和
49
年
卒
）

会　
計　
佐
藤　
玲
子
（
昭
和
51
年
卒
）

　
〃　
　
原
田　
純
子
（
昭
和
58
年
卒
）

書　
記　
大
竹　
惠
理
（
昭
和
46
年
卒
）

　
〃　
　
鈴
木
ひ
ろ
み
（
昭
和
53
年
卒
）

新新
役役
員員
紹紹
介介

総総

会会

報報

告告

本
年
三
月
母
校
卒
業
生

令
和
５
年
度（
２
０
２
３
年
）

総
会
の
お
知
ら
せ

　
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
か
ら
懇
親
会
を
茶
話

会
と
し
参
加
者
を
当
番
学
年
幹
事
・
評
議

員
に
限
定
し
て
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

と　
　
き

　
令
和
５
年
６
月
17
日
㈯

13
：
30
～
15
：
00

と
こ
ろ

　
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

（
福
島
市
太
田
町
13-

53 

TEL.
０
２
４-

５
３
３-

１
１
７
１
）

当
番
幹
事

　
卒
年
に
３
の
つ
く
学
年

参
加
者

　
当
番
学
年
幹
事
・
評
議
員

内　
　
容　
総
会・茶
話
会

会　
　
費　
１
，５
０
０
円

■令和４年度同窓会事業報告
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▽
第
46
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
高
校
囲

碁
選
手
権
全
国
大
会

　
男
子
団
体
戦

�

青
木　
　
駿　
冨
田　
雄
平

�

板
垣　
健
太　
會
田　
瑞
希

　
女
子
団
体
戦

�

青
戸　
柚
月　
柏
谷
奈
津
希

�

武
藤　
光
咲　
佐
藤　
悠
姫

　
男
子
個
人
戦�

青
木　
　
駿

　
女
子
個
人
戦�

青
戸　
柚
月

陸　
上　
部

陸　
上　
部

▽
令
和
４
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
大
会

　
秩
父
宮
賜
杯
第
75
回
全
国
高
等
学
校
陸

上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
女
子
走
幅
跳�

鈴
木　
沙
和

ゴ　
ル　
フ

ゴ　
ル　
フ

▽
全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
春
季
大

会
　
文
部
科
学
大
臣
楯
争
奪
第
43
回

個
人
の
部�

板
垣　
結
叶

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

▽
令
和
４
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会

　
第
68
回
全
国
高
等
学
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

選
手
権
大
会

　
個
人
対
抗
女
子
サ
ー
ブ
ル

�

齋
藤　
有
里　
菅
野　
那
月

管
弦
楽
部

管
弦
楽
部

▽
第
11
回
日
本
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
2022

　
全
国
大
会
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
高
等

学
校
の
部

◆
全
国
大
会
出
場
◆

演　
劇　
部

演　
劇　
部

▽
第
８
回
高
校
生
短
編
演
劇
競
技
大
会

　
最
優
秀
賞

　
高
校
短
編
戯
曲
賞
・
俳
優
賞

�

引
地　
悠
斗

弓　
道　
部

弓　
道　
部

▽
令
和
４
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会

　
第
67
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
大
会

　
女
子
個
人�

大
橋　
真
子

　
女
子
団
体

�
宍
戸　
蒼
依　
　
佐
久
間
雪
月

�
大
友　
那
菜　
　
大
橋　
真
子

�

高
野
莉
々
楓　
　
八
巻　
愛
香

▽
令
和
４
年
度
第
41
回
全
国
高
等
学
校
弓

道
選
抜
大
会

　
女
子
個
人�
佐
久
間
雪
月

囲　
碁　
部

囲　
碁　
部

▽
第
46
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
囲

碁
部
門

　
個
人
戦�

板
垣　
健
太

　
団
体
戦

�

青
木　
　
駿　
會
田　
瑞
希

�

青
戸　
柚
月　
　
　
　
　
　

フェンシング

弓 道 部

陸 上 部（左側）

囲 碁 部

FCからたち会「30周年を祝う会」　於：エルティ橘ゴルフ会コンペ　於：パーシモンC.C.

な
つ
か
し
の

な
つ
か
し
の

　
あ
の
顔
こ
の
顔

　
あ
の
顔
こ
の
顔

な
つ
か
し
の

　
あ
の
顔
こ
の
顔

管弦楽部 写真提供 株式会社フォトライフ

ゴ ル フ
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令和４年度 入試合格状況� （４月１日現在）
国　立　大　学

大　学　名 現役 過年度卒
北海道教育大 1
岩手大 1
東北大 5
宮城教育大 2 1
山形大 12
福島大 51
　人間発達 13
　行政政策 17
　経済経営 11
　共生システム 10
　食農 2 1
茨城大 3
筑波大 1
宇都宮大 7 2
埼玉大 8
千葉大 2 1
東京学芸大 3
上越教育大 2
新潟大 22
富山大 1
信州大 1
静岡大 1
広島大 1

合　　　計 126 5

公　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

釧路公立大 1
名寄市立大 1
岩手県立大 4
宮城大 3
秋田県立大 1
国際教養大 1
山形県米沢栄大 1
山形県立保医大 1
会津大 1
福島県立医大 16
　看護学部 7
　保健科学部 9
前橋工科大 1
群馬県立女子大 2
高崎経済大 5
埼玉県立大 2
東京都立大 3
横浜市立大 2
新潟県立大 13
富山県立大 1
福井県立大 1
山梨県立大 1

公　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

都留文科大 1
長野大 1
長野県立大 3
愛知県立大 1
名古屋市立大 2
福知山公立大 1

合　　　計 70

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

岩手医科大 1
石巻専修大 3
仙台大 1
東北学院大 70
東北工業大 7
東北生活文化大 2
東北福祉大 33
東北薬科大 2
宮城学院女子大 9
仙台白百合女子大 3
東北文化学園大 3
尚絅学院大 5
東北芸工大 3
医療創生大 2
奥羽大 2
郡山女子大 6
福島学院大 1
つくば国際大 3
常磐大 1
流通経済大 6
国際医療福祉大 4
自治医科大 1
白鷗大 13
群馬パース大 1
埼玉医科大 1
城西大 3
日本工業大 1
文教大 8
神田外語大 2
聖徳大 1
千葉工業大 18
千葉商科大 1
麗澤大 3
千葉科学大 1
青山学院大 1
亜細亜大 1
桜美林大 1
大妻女子大 3
学習院大 2

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

共立女子大 1
杏林大 1
國學院大 1
国士舘大 5
駒澤大 1
駒沢女子大 1
実践女子大 2
芝浦工業大 3
順天堂大 1
女子栄養大 1
成城大 1
聖心女子大 1
専修大 7
創価大 1
大東文化大 3
拓殖大 2
中央大 3
津田塾大 2
東海大 2
東京家政大 2
東京経済大 6
東京工科大 3
東京女子大 2
東京農業大 5
東京薬科大 2
東京理科大 4
東洋大 13 1
二松学舎大 1
日本大 25 2
　工学部以外 4 1
　工学部 21 1
日本女子大 1
法政大 7
星薬科大 1
東京都市大 1
武蔵野音楽大 1
武蔵野美術大 1
明治大 2
明治学院大 1
明星大 1
早稲田大 1
神奈川大 5
神奈川工科大 2
関東学院大 6
相模女子大 2
桐蔭横浜大 1
新潟医療福祉大 8
帝京科学大 1
静岡理工科大 1

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

名古屋外国語大 3
名古屋学院大 2
京都産業大 1
京都女子大 2
京都造形芸術大 1
近畿大 1

合　　　計 383 4

諸 官 庁 設 置 校
学　校　名 現役 過年度卒

合　　　計 0 0

短　期　大　学
短　大　名 現役 過年度卒

山形県米沢女子短大 1
会津大短大部 2
桜の聖母短大 2
宇都宮短大 1
城西短大 1

合　　　計 7 0

専 門 学 校 等
学　校　名 現役 過年度卒

大原看護専門学校 6
ポラリス保健看護学院 1
公立岩瀬病院附属高等看護学院 1
仙台医療センター附属仙台看護助産学校 1
国際医療看護福祉大学校 1
埼玉医科大学附属総合医療センター看護専門学校 1
ケイセンビジネス公務員カレッジ 1
東京ビジュアルアーツ 1
横浜高等教育専門学校 1
東北電子専門学校 1

合　　　計 15 0

就　　　　　職
就　職　先 現役 過年度卒

合　　　計 0 0

種　　　別 現役 過年度卒
国公立大学 196 5
私立大学 383 4
諸官庁設置校 0 0
短期大学 7 0
専門学校等 15 0
就職等 0 0

※表中の数字は、「合格者数」である。
※表中の「過年度卒」欄の合格者数については、既卒生徒で報告のあった人数を示している。

　

令
和
四
年
度
入
試
は
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
」
二
年
目
。
当
初
よ
り
大
学
入
試
関
連
企
業
の

予
想
通
り
、
大
幅
な
「
難
化
」
傾
向
と
な
り
、
文

系
、
理
系
と
も
に
合
格
点
が
前
年
度
よ
り
一
〇
％

ほ
ど
下
が
り
ま
し
た
。
特
に
数
学
や
生
物
、化
学
、

日
本
史
Ｂ
で
平
均
点
が
大
き
く
下
が
り
、
本
校
も

理
型
生
徒
諸
君
を
中
心
に
大
変
苦
し
い
受
験
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
状
況
の
中
で
も
別
表
の
通
り
、

福
島
大
学
や
福
島
県
立
医
科
大
学
（
ど
ち
ら
も
昨

年
度
に
引
き
続
き
県
内
で
一
位
の
合
格
者
数
）
な

ど
、
地
元
大
学
へ
の
合
格
者
を
多
く
輩
出
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
東
北
大
学
を
始
め
と
し
た
県
外
の

大
学
に
も
多
く
の
合
格
者
を
輩
出
し
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
、
国
公
立
大
学
の
合
格
者
数
は
一
九
六

名
。
橘
高
校
に
な
っ
て
か
ら
最
多
の
人
数
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
私
立
大
学
に
お
い
て
も
果
敢
に

挑
戦
し
、
多
く
の
合
格
者
が
出
ま
し
た
。

　
例
年
、
小
論
文
指
導
等
で
は
同
窓
会
館
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環

境
に
あ
る
こ
と
も
進
路
実
績
の
大
き
な
プ
ラ
ス
要

因
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
同
窓
会
の
皆

さ
ま
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
進
路
指
導
主
事　
堀
江　
勇
一
）

令
和
四
年
三
月
卒
業
生
の

令
和
四
年
三
月
卒
業
生
の

　
大
学
合
格
状
況
と
進
路
状
況

　
大
学
合
格
状
況
と
進
路
状
況
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夜
間
中
学
を

　
　
ご
存
じ
で
す
か
？

大
谷　
一
代
（
昭
和
57
年
卒
）

　
福
島
女
子
高
校

在
学
中
は
、
二
つ

年
下
の
弟
が
中
学

校
で
不
登
校
（
当

私
の
原
点

石
田　
彩
音
（
平
成
22
年
卒
）

　
私
の
高
校
生
活

は
中
学
生
の
頃
か

ら
憧
れ
続
け
た
合

唱
部
に
入
部
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
入
部
す
る
と
す
ぐ
膨
大
な
曲

大
谷
一
代
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
北
薬
科
大
学
卒
業

東
北
大
学
法
科
大
学
院
中
退

福
島
に
公
立
夜
間
中
学
を
つ
く
る
会
代
表

マ
イ
ド
リ
ー
ム
・
マ
イ
ロ
ー
ド

マ
イ
ド
リ
ー
ム
・
マ
イ
ロ
ー
ド

――
活
躍
す
る
先
輩
・
後
輩

活
躍
す
る
先
輩
・
後
輩
――

数
の
楽
譜
を
渡
さ
れ
、
先
輩
方
と
共
に

譜
読
み
、
練
習
、
暗
譜
。
朝
練
、
昼
練
、

放
課
後
、
土
日
も
も
ち
ろ
ん
練
習
。
教

室
に
戻
っ
て
も
頭
の
中
は
部
活
の
こ
と

ば
か
り
。
先
生
方
に
は
怒
ら
れ
て
し
ま

い
そ
う
で
す
が
、
授
業
中
も
教
科
書
の

下
に
楽
譜
を
し
の
ば
せ
て
眺
め
て
い
た

く
ら
い
。
三
年
間
部
活
を
す
る
た
め
に

学
校
に
行
っ
て
い
た
、
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
私
で
す
が
、
現
在
は
声
楽
家

と
し
て
東
京
混
声
合
唱
団
や
ハ
ル
モ
ニ

ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
杜
の
音
シ
ン
ガ
ー

ズ
で
Ｔ
Ｖ
出
演
や
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

全
国
各
地
の
舞
台
や
小
中
学
校
で
公
演

を
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
私
は
中
学
校

の
音
楽
の
先
生
に
な
る
こ
と
が
夢
で
し

た
の
で
、
ま
さ
か
歌
を
職
業
に
す
る
と

は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ふ

だ
ん
は
複
数
の
公
演
を
同
時
に
進
め
て

稽
古
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と

必
然
的
に
曲
数
が
増
え
、
譜
読
み
、
練

時
は
義
務
教
育
の
学
校
に
通
わ
な
い
の

は
珍
し
く
、
登
校
拒
否
と
言
わ
れ
て
い

た
）
だ
っ
た
た
め
、
家
庭
が
混
乱
し
て

い
る
時
期
で
し
た
。

　
今
は
亡
き
弟
の
問
題
提
起
の
お
か
げ

で
、
私
は
後
に
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
る

夜
間
中
学
運
動
に
出
会
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

なつかしき恩師
　
私
が
福
島
女
子
高
校
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
昭
和

か
ら
平
成
に
か
け
て
の
頃
で
す
が
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
に

は
、
個
性
溢
れ
る
者
が
た
く
さ
ん
い
て
、
色
々
な
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
三
年
時
の
文
化
祭
で
の
ク

ラ
ス
の
演
劇
は
ヤ
ク
ザ
も
の
で
、
私
は
生
徒
ら
と
と
も

に
着
流
し
で
、
組
の
親
分
と
し
て
出
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
最
後
は
相
手
の
親
分
（
ソ
フ
ト
部
の
生
徒
）
と

の
闘
い
に
敗
れ
て
壇
上
に
斃
れ
、
任
侠
道
の
美
学
を
示

し
た
こ
と
は
、
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
千
四
百
人
の
校
歌
斉
唱
で
迎
え
ら
れ
赴
任
し
た
時
は

生
徒
た
ち
が
学
習
意
欲
に
満
ち
、感
性
豊
か
な
こ
と
に
、

国
語
科
教
員
と
し
て
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。「
舞
姫
」

や
「
山
月
記
」、
そ
し
て
「
こ
こ
ろ
」
な
ど
定
番
と
呼

ば
れ
る
小
説
教
材
の
授
業
で
も
、
読
解
を
通
し
て
、
心

の
闇
の
部
分
に
生
徒
た
ち
の
目
が
開
か
れ
、
人
間
存
在

へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

卒
業
生
か
ら
あ
る
時
、
宮
沢
賢
治
の
詩
句
に
つ
い
て
の

感
想
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
科
目

の
上
か
ら
文
学
教
材
を
読
む
機
会
が
減
っ
て
い
く
よ
う

で
、
残
念
な
思
い
が
し
ま
す
。

　
私
自
身
、
高
校
生
の
時
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
打
ち
込

み
ま
し
た
の
で
、福
女
で
も
放
課
後
は
楽
し
み
で
し
た
。

一
年
目
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
と
し
て
、
毎
日
練

習
に
参
加
し
、
そ
の
競
技
と
し
て
の
魅
力
を
味
わ
い
ま

し
た
。
そ
の
後
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
顧

問
と
し
て
、
レ
シ
ー
ブ
練
習
や
ゲ
ー
ム

等
で
生
徒
と
と
も
に
、
毎
日
体
育
館
で

汗
を
流
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
県
準
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し

い
成
績
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
、
生
徒
た
ち
が
勉
強
と
の

両
立
と
い
う
難
し
い
生
活
に
挑
み
、
厳

し
い
練
習
に
耐
え
て
頑
張
っ
て
き
た
成
果
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　
今
は
、
教
科
・
部
活
そ
し
て
ク
ラ
ス
担
任
な
ど
色
々

な
面
か
ら
、福
女
の
素
晴
ら
し
い
生
徒
た
ち
の
成
長
に
、

少
し
で
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
橘
高
校
の
生
徒
諸
君
の
文
武
に
わ
た

る
活
躍
を
祈
念
す
る
次
第
で
す
。

「
信
夫
山
　
松
と
桜
の
」

青
　
木
　
崇
　
郎
　

昭
和
60
年
４
月
〜
平
成
６
年
３
月

（
福
島
市
在
住
）

　
福
島
女
子
高
校
で
は
、
女
性
の
人
権

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
女
子
参
政
権
に
関
し
て

は
、
先
人
の
業
績
に
感
動
し
、
遅
く
生

ま
れ
た
た
め
選
挙
権
を
勝
ち
取
る
戦
い

に
参
加
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に
が
っ
か

り
し
た
も
の
で
し
た
。
ま
だ
社
会
に
は

女
性
が
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

権
利
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
く
の
は
、
後
の
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
「
女
性
に
学
問
は
要
ら
な
い
」
と
い

わ
れ
た
の
は
、
そ
う
大
昔
の
こ
と
で
は

な
く
、
ま
だ
女
性
で
あ
る
た
め
に
学
校

に
行
か
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
方
々

が
、
大
勢
ご
健
在
で
す
。
彼
女
た
ち
が

学
校
に
通
え
る
う
ち
に
、福
島
県
内
に
、

日
本
に
、
ま
ん
べ
ん
な
く
夜
間
中
学
を

つ
く
っ
て
、
憲
法
二
十
六
条
で
保
障
さ

れ
た
教
育
を
受
け
る
権
利
を
す
べ
て
の

人
に
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が
、

今
の
私
の
夢
で
す
。

　
夜
間
中
学
が
で
き
れ
ば
、
ほ
か
の
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
学
齢
期
に
就
学
で
き

な
か
っ
た
方
、
学
校
に
通
っ
て
は
い
た

け
れ
ど
、
十
分
な
学
力
が
身
に
つ
か
な

か
っ
た
方
、
母
国
で
十
分
な
教
育
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
外
国
か
ら
来
ら
れ
た

方
の
助
け
に
な
り
ま
す
。

　

後
輩
の
皆
さ
ん
、
現
役
の
教
員
の

方
々
は
、
二
〇
二
四
年
に
開
設
さ
れ
る

福
島
市
立
夜
間
中
学
へ
赴
任
す
る
こ
と

も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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な
り
、
楽
し
い
時
間
の
過
ぎ
る
早
さ
に

驚
き
つ
つ
、
別
れ
難
く
ラ
ウ
ン
ジ
で
皆

で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
次
回
の
再
会

を
約
束
致
し
ま
し
た
。

石
田
彩
音
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
声
楽
科
卒
業

日
本
声
楽
家
協
会
研
究
員
プ
リ
ー
マ
在
籍

日
本
声
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員

東
京
混
声
合
唱
団
レ
ジ
デ
ン
ト
メ
ン
バ
ー

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
〈
客　
員
〉

丹
治　
紀
雄　
先
生	

令
２・１・14

斎
藤　
　
久　
先
生	

令
３・３・７

舘
野　
文
枝　
先
生	

令
４・１・13

元
同
窓
会
事
務
局
長

芳
賀　
サ
ト　
先
生 

昭
16
卒	

令
４・７・７

石
川　
水
子　
先
生 

昭
18
卒	

令
４・８・８

鴫
原　
　
弥　
先
生	

令
４・10・14

元
同
窓
会
副
会
長

今
泉　
清
子　
先
生 

昭
８
卒	

令
４・12・26

　
〈
会　
員
〉

昭
11
卒 

田
中　
や
い（
木
下
）	

令
３・５　

昭
12
卒 

上
崎　
キ
ヨ（
古
山
）	

令
元・10・２

昭
13
卒 

佐
藤　
仲
子（
三
浦
）	

令
３・１　

昭
14
卒 

水
嶋　

子（
江
口
）	

令
３・８・22

昭
14
卒 

丸
谷　
恵
子（
佐
藤
）	

令
３・２　

昭
15
卒 

畠
山
シ
ヅ
カ（
浦
山
）	

令
２・10・31

昭
16
卒 

山
田　
昌
子（
村
島
）	

令
３・７・６

昭
16
卒 

菅
野
ミ
エ
子（
高
橋
）	

令
３・12・13

昭
16
卒 

鈴
木　
ヒ
ロ（
和
合
）	

令
３・11・19

昭
16
卒 

壱
岐　
　
寿（
安
斎
）	

令
４・６・11

昭
17
卒 

茂
木　
　
毎（
矢
吹
）	

令
３・６・20

昭
17
卒 

島
貫　
千
代（
中
村
）	

令
４・４・22

昭
17
卒 

石
田　
絹
子（
江
口
）	

令
４・３・23

昭
17
卒 

二
瓶　
富
子（
佐
藤
）	

令
３・５　

昭
18
卒 

菅
野　
澄
子	

令
４・３・５

昭
18
卒 

渡
辺
キ
ミ
イ	

令
３・11・６

昭
18
卒 

井
上　
貞
子（
半
杭
）	

令
３・10・20

昭
19
卒 

渡
辺　
嘉
子（
佐
藤
）	

令
元・９・１

昭
19
卒 

志
波　
幸
世（
幡
）	

令
４・10・21

昭
19
卒 

帆
苅
セ
イ
子（
朽
木
）	

令
３・６・26

昭
19
卒 

芳
川　
　
静（
佐
藤
）	

令
３・８・27

昭
20
卒 

池
島　
富
貴（
五
十
嵐
）	

令
３・２・６

昭
20
卒 

氏
家
ヨ
シ
子	

令
３・４・29

昭
20
卒 

阿
部　
妙
子（
鎌
田
）	

令
３・10・11

昭
20
卒 

松
本　
典
子（
宍
戸
）	

令
３・５・28

昭
20
卒 

須
貝　
玲
子（
高
木
）	

令
４・５・12

昭
20
卒 

中
島　
　
達（
山
田
）	

令
２・９・22

昭
20
卒 

服
部　
富
久（
山
田
）	

令
３・４・３

昭
20
卒 

渡
辺　
レ
イ	

令
３・11・26

昭
20
卒 

渡
辺　
ミ
キ（
角
田
）	

令
３・10・９

昭
21
卒 

冨
田　
和
子（
佐
久
間
）	

令
３・３・13

昭
21
卒 

佐
藤　
満
子（
佐
久
間
）	

令
元・10・31

昭
21
卒 

須
藤
千
代
子	

令
３・１　

昭
22
卒 

庄
司　
汀
子（
八
子
）	

令
３・３・26

昭
22
卒 

太
田　
公
子（
森
谷
）	

令
４・２・14

昭
22
卒 

芹
澤　
秀
子（
千
葉
）	

令
４・２・19

昭
22
卒 

氏
家　
治
子	

令
４・４・28

昭
22
卒 

須
田　
豊
子（
山
口
）	

令
２・９・26

昭
22
卒 

伊
藤　
ミ
ワ（
蓬
田
）	

令
３・１　

昭
23
卒 

渡
部　
靖
子（
相
場
）	

令
３・３・15

昭
24
卒 

石
井　
和
子（
斎
藤
）	

令
３・11・23

昭
25
卒 

鈴
木　
弘
子（
国
分
）	

令
４・11・28

昭
25
卒 

米
野　
仲
子（
千
葉
）	

令
３・９　

昭
26
卒 

工
藤
ア
イ
子（
二
階
堂
）	

令
３・12・６

昭
27
卒 

加
藤　
　
極（
荒
川
）	

令
３・11　

昭
27
卒 

井
口　
洋
子（
井
口
）	

令
４・２・10

昭
27
卒 
佐
久
間
英
子（
佐
藤
）	

令
元・12・14

昭
27
卒 
関　
弥
智
子（
関
）	

令
３・６　

昭
28
卒 

片
平　
キ
ン（
片
平
）	

令
３・12・31

昭
28
卒 

和
田
美
津
子（
斎
藤
）	

令
３・３・10

昭
29
卒 

高
野　
蓉
子（
高
野
）	

令
３・11・30

昭
29
卒 

鈴
木　
義
子（
桑
原
）	

令
４・２・20

昭
29
卒 

桑
原　
徳
子（
川
勝
）	

令
４・２・７

昭
30
卒 

三
橋　
倫
子（
長
谷
川
）	

令
３・６・７

昭
30
卒 

高
橋　
京
子（
大
内
）	

令
３・12・16

昭
30
卒 

阿
部　
洋
子（
白
石
）	

令
４・３・26

昭
30
卒 

住
田　
時
子（
立
子
山
）	

令
３・６・６

昭
30
卒 

酒
井　
栄
子（
斎
藤
）	

令
３・１　

昭
31
卒 

大
貫　
順
子（
大
貫
）	

令
３・12・25

昭
31
卒 

佐
川　
サ
チ（
大
内
）	

令
４・１・24

昭
31
卒 

佐
藤　
キ
ン（
鈴
木
）	

令
２　
　
　

昭
32
卒 

植
草
し
ず
子（
相
沢
）	

令
３・12　

昭
32
卒 

原　
　
興
子（
幡
）	

令
４・１・16

昭
32
卒 

佐
藤
美
沙
子（
鈴
木
）	

令
２・７・８

昭
33
卒 

熊
坂　
栄
子（
阿
部
）	

令
３・12・11

昭
33
卒 

中
原
佐
智
子（
阿
部
）	

令
４・11・7

昭
33
卒 

三
品
チ
イ
子（
吉
田
）	

平
30・７・31

昭
33
卒 

河
野　
祐
子	

令
３・４・19

昭
33
卒 

渡
辺　
洋
子（
阿
部
）	

令
３・７・31

昭
33
卒 

渡
辺　
鉄
子（
松
田
）	

令
元・７・23

昭
33
卒 

尾
形　
仁
子（
石
崎
）	

令
５・１・２

昭
34
卒 

峯
木　
　
光（
黒
沢
）	

令
３・12・21

昭
34
卒 

長
場
サ
キ
子（
鹿
野
）	

令
３・２・１

昭
34
卒 

堀　
　
良
子（
渡
辺
）	

令
３・10・４

昭
34
卒 

渡
邊　
淑
子（
渡
邊
）	

令
３・10・３

昭
35
卒 

大
河
内
幸
子（
佐
藤
）	

令
３・10・21

昭
35
卒 

武
井
百
合
子（
武
井
）	

令
４・２・３

昭
35
卒 

山
田　
京
子（
阿
部
）	

令
３・２・12

昭
36
卒 

田
沢　
恒
子（
横
山
）	

令
３・９・25

昭
36
卒 

茅
原　
洋
子（
鈴
木
）	

令
４・８・15

昭
38
卒 

池
畑　
悦
子（
斉
藤
）	

令
２・９・12

昭
38
卒 

神
津　
堯
子	

令
３・12　

昭
39
卒 

佐
藤　
綾
子（
佐
野
）	

令
４・１・11

昭
39
卒 

原　
　
ヒ
ロ（
菅
野
）	

令
３・４・23

昭
40
卒 

関
場　
澄
枝（
菅
野
）	

令
４・４・１

昭
42
卒 

佐
藤　
妙
子（
矢
作
）	

令
４・３・１

昭
42
卒 

佐
藤
マ
チ
子（
藤
井
）	

令
元・12・20

昭
42
卒 

綿
引　
順
子（
二
瓶
）	

平
30・１　

昭
43
卒 

菅
野　
信
子	

令
元・６・24

昭
50
卒 

佐
々
木
あ
け
み（
今
野
）	

令
３・11・17

昭
50
卒 

安
藤
美
恵
子（
永
山
）	

令
３・９・30

昭
60
卒 

水
野　
智
子（
後
藤
）	

令
３・４・７

平
12
卒 

角
田　
未
来	

令
３・12・21

敬
　
　
　
弔

支
部
一
覧

支
部
名

支　
部　
長

卒
年

東

京

た
ち
ば
な
会

川
村
（
塩
川
）
か
お
る

昭
51

（
事
務
局
）

赤
田
（
石
川
）
路
子

昭
56

郡
山
福
桜
会

佐
藤
（
山
崎
）
久
子

昭
33

会

津

五
十
嵐
（
岩
崎
）
英
子

昭
44

（
事
務
局
）

佐
藤
（
二
階
堂
）
浩
子

昭
37

須

賀

川

須
田
（
遊
佐
）
良
子

昭
33

二
本
松
福
松
会

（
事
務
局
）

渡
辺
（
渡
辺
）
道
子

昭
36

本
宮
支
部

た
ち
ば
な
会

杉
内
（
高
野
）
聡
恵

昭
51

保

原

舟
山
（
栗
原
）
由
美

昭
40

川

俣

斎
藤
（
佐
藤
）
幸
子

昭
18

飯

坂

佐
々
木
（
佐
藤
）
米
子

昭
30

福
島
県
庁

た
ち
ば
な
会

吉
成
（
橘
）
宣
子

昭
59

福
島
市
役
所

た
ち
ば
な
会

國
分
（
木
村
）
恵
美

昭
59

（
事
務
局
）

永

島

晶

子

平
９

住所変更手続きのお願い
　住所や電話番号等を変更された方は事務局
までお知らせください。正確を期すため書面
（協力金振込用紙通信欄、ファックス、ハガキ）
でご連絡ください。

福島県立橘高等学校同窓会
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ニ
ュ
ー
ス
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

ニ
ュ
ー
ス
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

月
日

Ｍ　
Ｅ　
Ｍ　
Ｏ

令
和
４
年

１
１
平
成
３
年
卒　
遠
藤
千
晶
様

Ｂ
Ｓ
テ
レ
東
『
エ
ン
タ
ー
・
ザ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
』
出
演

１
15・14
平
成
３
年
卒　
遠
藤
千
晶
様

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
第
737

回
東
京
定
期
演
奏
会
出
演

（
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）

３
12
第
一
回
橘
の
奏　
橘
高
校
出
身
音
大
生
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

�

（
ふ
く
し
ん
夢
の
音
楽
堂
）

６〜〜５
20〜〜23

昭
和
35
年
卒
有
志

珊
瑚
ぽ
ら
ん
作
品
展（
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）

６
12〜〜６

昭
和
36
年
卒　
八
木
沼
笙
子
様

油
彩
画
個
展

昭
和
42
年
卒　
本
村
早
苗
様

創
作
人
形
展�

（
ア
オ
ウ
ゼ
）

９
20
平
成
５
年
卒　
斎
藤
健
子
様

　
　
　
　
　
　
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
津
子
）

「
あ
な
た
の
教
室
」（
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
・

レ
テ
ィ
シ
ア
コ
ロ
ン
バ
ニ
の
小
説
「
凩
」

の
訳
書
）
刊
行

10
８
平
成
３
年
卒　
遠
藤
千
晶
様

初
代
国
立
劇
場
さ
よ
な
ら
公
演
『
邦
楽
名

曲
選
』
出
演�

（
国
立
劇
場
）

10
18
昭
和
61
年
卒　
森
明
日
香
様

「
写
楽
女
」
刊
行　
角
川
春
樹
小
説
賞
受

賞
作

12
18〜〜６

昭
和
39
年
卒　
大
竹　
京
様

創
作
人
形
展
『
風
少
女
in
福
島
Ⅱ
』

（
福
島
市
街
な
か
交
流
館
）

令
和
５
年

１
９・８
平
成
３
年
卒　
遠
藤
千
晶
様

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
2023
仙
台
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
出
演

（
ふ
く
し
ん
夢
の
音
楽
堂
）

（
い
わ
き
ア
リ
オ
ス
大
ホ
ー
ル
）

東
京
支
部

　「
東
京
た
ち
ば
な
会
」
へ

川
村（
塩
川
）か
お
る（
昭
和
51
年
卒
）

　
令
和
四
年
九
月
二
十
五
日
、
学
士
会

館
に
て
東
京
支
部
総
会
・
懇
親
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
会
場
も
出
席
者
も
十

分
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
の
四
年
ぶ
り

の
開
催
で
し
た
。

　
総
会
で
は
「
東
京
支
部
」
か
ら
「
東

京
た
ち
ば
な
会
」
へ
の
名
称
変
更
が
提

案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
懇
親
会
で
は
、
斉
藤
直
子
さ
ん
の
乾

杯
の
発
声
に
続
き
、
藤
岡
純
子
さ
ん
の

歌
う
「
パ
リ
は
シ
ャ
ン
パ
ン
」
で
華
や

か
に
幕
開
け
。
美
味
し
い
お
食
事
と
共

に
田
中
茂
子
さ
ん
に
よ
る
フ
ル
ー
ト
演

奏
、
再
び
藤
岡
さ
ん
の
歌
に
皆
酔
い
し

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
近
況
報
告
を
楽

し
ん
で
い
る
う
ち
に
お
開
き
の
時
間
と

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

習
、
暗
譜
に
追
わ
れ
る
日
々
に
な
る
の

で
す
が
、
高
校
時
代
に
難
易
度
の
高
い

膨
大
な
曲
数
を
経
験
し
て
い
た
か
ら

か
、
無
意
識
の
う
ち
に
譜
読
み
暗
譜
の

訓
練
が
さ
れ
て
い
て
、
今
に
役
立
っ
て

い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
演
奏
活
動
と
同
じ
よ
う
に
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
が
、
ボ
イ
ス
ト
レ

ー
ナ
ー
と
し
て
の
仕
事
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
ご
縁
が
重
な
り
三
年
前
か
ら
橘
高

校
合
唱
部
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
の
が
む
し
ゃ
ら
に
頑
張
る
姿
が

昔
の
自
分
と
重
な
り
、
嬉
し
く
懐
か
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
経
験
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、

育
て
て
い
け
る
よ
う
に
ま
だ
ま
だ
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
！
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高
二
の
後
半
に
も
な
る
と
、
進
路
選

択
が
切
実
な
事
と
な
っ
て
く
る
。
毎
日

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
明
け
暮
れ
な
が
ら

も
、
就
職
か
進
学
か
。
進
学
す
る
の
な

ら
何
を
学
び
た
い
の
か
（
好
き
な
美
術

の
世
界
に
身
を
置
く
こ
と
は
、
夢
の
よ

制
服
の
思
い
出

斎
藤（
渡
辺
）ミ
ヨ
（
昭
和
32
年
卒
）

人
生
を
楽
し
め
！

橘（
菅
藤
）美
知
子
（
昭
和
42
年
卒
）

十
七
の
春
と
美
術
室

宍
戸（
後
藤
）美
喜
子
（
昭
和
52
年
卒
）

小
箱
の
中
に
希
望
の
花

菅
野　
寿
井
（
昭
和
62
年
卒
）

心
の
拠
り
ど
こ
ろ

大
槻（
佐
久
間
）聡
美
（
平
成
２
年
卒
）

次
回
は
ぜ
ひ
！

河
野
ま
き
こ
（
平
成
12
年
卒
）

　
十
年
前
、
大
勢
で
総
会
に
参
加
し
ま

し
た
。「
今
日
は
あ
り
が
と
う
」「
会
え

て
よ
か
っ
た
」「
何
年
振
り
？
」
等
々

の
言
葉
が
飛
び
交
い
五
十
年
前
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
。
三
代
の
校
歌
が
披
露
さ

れ
、
歴
史
と
伝
統
の
素
晴
ら
し
さ
を
し

み
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。

　
在
学
中
の
最
大
の
思
い
出
は
一
年
生

時
の
制
服
の
制
定
で
す
。
衿
に
福
女
の

マ
ー
ク
の
つ
い
た
ダ
ブ
ル
の
セ
ー
ラ
ー

服
。ウ
エ
ス
ト
が
少
し
し
ぼ
っ
て
あ
り
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
大
人
に
な
っ
た
気
分
で
誇

り
を
持
っ
て
身
に
つ
け
た
こ
と
が
懐
か

し
い
思
い
出
で
す
。
こ
の
制
服
が
五
十

年
続
い
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
京
都
・
奈
良
方
面
の
修
学
旅
行
に
も

制
服
姿
。
モ
ノ
ク
ロ
の
記
念
写
真
撮
影

で
は
生
徒
達
は
直
立
不
動
。
先
生
は

ス
ー
ツ
・
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
・
パ
ン
プ
ス

姿
で
収
ま
り
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
六
十
七
年
。

　
い
つ
の
間
に
か
最
高
学
年
幹
事（
？
）

は
終
わ
り
と
思
う
と
、
嬉
し
い
よ
う
な

寂
し
い
よ
う
な
思
い
で
す
。
こ
れ
で
最

後
と
な
り
ま
す
が
同
期
生
の
皆
さ
ま
、

お
元
気
で
楽
し
い
人
生
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。

　
十
年
ぶ
り
の
当
番
幹
事
。
前
回
は
震

災
の
翌
年
で
、
関
連
業
務
で
忙
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
懐
か

し
い
友
人
と
会
っ
て
話
し
て
、
元
気
が

出
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
今
回

は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
各
学
年
二
名
ず
つ
の

少
人
数
で
の
総
会
開
催
。
変
異
ウ
イ
ル

ス
に
翻
弄
さ
れ
、
三
年
連
続
で
総
会

の
み
と
寂
し
い
状
況
で
し
た
が
、
お

土
産
に
い
た
だ
い
た
小
箱
に
は
橘
高

と
旧
女
子
高

が
ぎ
ゅ
っ
と

詰
ま
っ
て
い

て
、
心
が
温

か
く
な
り
ま

し
た
。
橘
の

花
形
の
練
り

切
り
と
、
撫

　
前
回
の
総
会
時
に
は
六
十
名
が
出
席

し
、
東
日
本
大
震
災
の
翌
年
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
懐
か
し
さ
と
と
も
に
旧
友

を
想
う
気
持
ち
で
溢
れ
ま
し
た
。「
ま

た
十
年
後
に
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
叶
わ
ず
幹

事
数
名
で
の
総
会
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

　
卒
業
後
、
バ
ブ
ル
崩
壊
や
女
性
の
役

割
の
変
化
、
そ
し
て
自
然
災
害
な
ど

様
々
な
困
難
に
遭
い
、
誰
も
が
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
と
立
ち
止
ま
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ

た
と
き
に
、
ふ
と
、
学
生
時
代
の
楽
し

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
、
心

の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
が
、
前
回

は
、そ
の
思
い
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
い
、

良
い
時
間
が
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
に
よ

り
、
会
う
こ
と
が
制
限
さ
れ
、
大
変
残

念
で
し
た
。

　
次
回
は
還
暦
を
越
え
、
時
間
や
心
の

余
裕
が
生
ま
れ
て
い
る
時
期
と
な
り
ま

す
。
今
回
お
会
い
で
き
な
か
っ
た
分
を

プ
ラ
ス
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
お
話
し
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
某
通
信
教
育
会
社
の「
二
〇
〇
〇
年
、

春
、
大
学
生
」
み
た
い
な
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
の
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
る
頃
に
卒
業
し
た

我
ら
。
あ
れ
か
ら
な
ん
と
二
十
三
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？　
個
人
的
に
は
橘
高

校
の
図
書
館
に
勤
務
し
早
三
年
。
橘
に

な
っ
て
変
わ
っ
た
部
分
と
、
福
女
時
代

か
ら
変
わ
ら
な
い
部
分
を
見
つ
め
な
が

ら
仕
事
を
す
る
日
々
で
す
。

　
今
年
度
は
卒
年
に
２
の
つ
く
学
年
が

当
番
と
の
こ
と
で
、
総
会
前
に
学
年
幹

事
の
方
々
に
電
話
で
参
加
を
お
誘
い
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
子
育
て
や
仕
事
で
忙

し
か
っ
た
り
、
遠
方
に
住
ん
で
い
た
り

で
、
結
果
的
に
は
私
一
人
で
の
参
加
と

な
り
少
々
心
細
い
気
も
し
ま
し
た
が
、

一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
そ
れ
ぞ
れ

が
元
気
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
嬉
し
く
励
ま
さ
れ
る
気
持
ち
に
も

な
り
ま
し
た
。
次
回
は
少
し
余
裕
が
で

き
て
、
感
染
症
も
落
ち
着
い
て
、
縮
小

版
で
は
な
い
本
来
の
総
会
の
場
で
一
人

で
も
多
く
の
懐
か
し
い
皆
さ
ん
に
再
会

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

学

年

だ

よ

り

学

年

だ

よ

り

　
担
任
の
柴
田
宣
教
先
生
は
桑
折
町
の

山
寺（
常
称
寺
）の
和
尚
様
で
も
あ
る
。

「
毎
朝
読
経
を
す
る
。
み
ん
な
も
漢
字

に
親
し
ん
で
み
た
ら
」
と
Ｈ
Ｒ
に
漢
文

の
音
読
開
始
。「
雨
月
物
語
」
等
々
、

先
生
の
解
説
も
楽
し
い
。
し
か
し
「
物

理
の
先
生
が
漢
文
を
教
え
て
い
る
」
と

職
員
室
で
物
議
を
醸
し
、
打
ち
切
り
。

残
念
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
先
生
が
「
空
気
が
き
れ
い
。

大
根
も
白
菜
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
」
と
山

寺
に
誘
っ
て
く
れ
た
。
青
空
が
広
が
る

野
菜
畑
で
、
大
鍋
を
囲
ん
で
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
の
ん
び
り
食
べ
た
芋
煮
会
。

野
菜
汁
の
あ
っ
た
か
か
っ
た
こ
と
。

　
縁
あ
っ
て
先
生
の
退
職
後
に
訪
れ
た

野
菜
畑
は
一
面
ピ
ン
ク
に
輝
き
、
香
り

漂
う
し
だ
れ
桜
の
園
に
変
貌
し
て
い

た
。
生
徒
に
人
生
の
楽
し
み
方
を
教
え

て
下
さ
っ
た
先
生
。
大
小
様
々
な
し
だ

れ
桜
に
囲
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が

憩
う
山
寺
を
創
り
、鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。

う
な
事
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
）
迷
う

気
持
ち
を
抱
え
高
三
の
春
を
迎
え
た
。

　
新
学
期
最
初
の
美
術
の
授
業
。
使
い

慣
れ
た
美
術
室
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ

る
と
、
正
面
に
見
慣
れ
た
は
ず
の
ラ
ボ

ル
ト
、
マ
ル
ス
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
な
ど
の

石
膏
像
。
そ
の
姿
に
目
を
奪
わ
れ
「
美

し
い
な
」
と
胸
が
震
え
た
。
初
め
て
の

感
覚
だ
。
恩
師
鴫
原
守
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
。「
志
し
た
こ
と
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
、
初
め
か
ら
う
ま
く
い
く

こ
と
は
な
い
の
だ
。
何
度
で
も
や
り
直

し
て
い
い
の
だ
」
と
。
さ
ら
に
胸
を
打

た
れ
、美
術
の
道
に
進
も
う
と
思
っ
た
。

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
は
な
れ
な
か
っ
た

が
、
中
学
校
の
美
術
教
師
が
私
の
仕
事

と
な
っ
た
。

子
の
焼
印
付
の
お
饅
頭
、
く
す
玉
を
模

し
た
紅
白
の
和
三
盆
が
き
れ
い
に
並

び
、
老
舗
和
菓
子
店
の
同
窓
生
と
事
務

局
の
心
遣
い
が
嬉
し
く
、
例
年
な
ら
懇

親
会
で
歌
う
各
年
代
の
校
歌
と
も
重

な
っ
て
、胸
に
迫
る
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
制
約
の
多
い
日
々
は
も
う
少
し
続
き

そ
う
で
す
が
、喜
び
を
見
つ
け
る
心
や
、

つ
な
が
り
を
大
切
に
そ
の
先
の
希
望
を

信
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

リカちゃん人形
平成21年作製

あ
と
が
き

　
こ
の
会
報
で
母
校
や
、
先
輩
と
後
輩

の
活
躍
、
同
窓
生
の
様
子
を
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
様
と
の
強
い
絆

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

　
今
回
よ
り
会
報
は
、
名
簿
上

同
一
住
所
の
会
員
に
つ
い
て
は
、

一
通
の
送
付
と
な
り
ま
す
。


